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１．はじめに 
 

CAN デジタルアナログコンバータ(DAC01)は、CAN バスデータを電圧、周波数、またはレベル出力に

変換することができます。この機能により、CAN 入力できない記録装置に DAC01 を用いて記録可能

なアナログやデジタル出力に変換し、記録することができます。 

 

ソフトウェアを使用して各チャンネルを構成し、CAN バスパラメータに対応させることができます。その

際マニュアル操作で CAN 信号を設定、または CANデータベース(.DBC) ファイルをロード、のいずれ

かの方法を用います。 

 

例えばスロットル開度を 0～10v の信号に変換すること、および車輪速度を周波数に変換して出力、ま

たはブレーキトリガーの検出信号をデジタルで出力することが可能です。 
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２．RLVBDAC01付属パーツ 
VBDAC01（x 1）  デジタル-アナログコンバータ 

ADC25IPCON（x 1） 25ピン D-subコネクタ 

RLCAB001（x 1） ユニット構成用接続ケーブル 

RLCAB015L（x 1） 未終端ケーブル 

 

 

３．仕様 
 

 
出力チャンネル アナログチャンネル（x 4）   

デジタルチャンネル（x 7） 

（3チャンネルはレベル出力用に固定され、4チャンネ

ルはユーザーが選択可能なレベルまたは 1Hz~2kHz

の範囲の周波数出力用です。） 

  

出力信号範囲    

アナログ電圧 DC0～+10 V   

デジタル DC0～+12 V   

分解能 

アナログ電圧 

 

12ビット 

1ビットにつき 2.44mV 

  

 

タイマのコンペア 

 

16ビット 

  

電圧精度  0.1 %   

電源電圧 DC 6-18V   

    

CAN 

タイプ 

ボーレート 

 
 
 
 

 

CAN 2.0Aまたは CAN2.0B（互換性あり） 
 
1 Mbit/s 
500 Kbit/s  
250 Kbit/s 
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４．DAC01フロントパネル 
 

 
LED： 

CN LED – CAN  DAC01が CANデータを受信すると点滅します。 

SC LED – シリアル  DAC01が RS232データを受信すると点滅します。 

PR LED – 電源   DAC01の電源が入っている間は点灯します。. 

 
 
 

チャンネル出力： 
    
   
  
 

 
 

25pin D-subコネクタ 

 
ピン 機能 ピン 機能 

1 デジタル出力 1（チャンネル 5） 14 グランド 

2 デジタル出力 2（チャンネル 6） 15 グランド 

3 デジタル出力 3（チャンネル 7） 16 グランド 

4 デジタル出力 4（チャンネル 8） 17 グランド 

5 デジタル出力 5（チャンネル 9） 18 グランド 

6 デジタル出力 6（チャンネル 10） 19 グランド 

7 デジタル出力 7（チャンネル 11） 20 グランド 

8 グランド 21 アナロググランド 

9 アナロググランド 22 アナログ出力 4（チャンネル 4） 

10 アナログ出力 3（チャンネル 3） 23 アナロググランド 

11 アナロググランド 24 アナロググランド 

12 アナロググランド 25 アナログ出力 2（チャンネル 2） 

13 アナログ出力 1（チャンネル 1）  
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５．DAC01リアパネル 
 

DAC01のコネクタ 1および 2では、ピン配列は同一です。そのため、複数の Racelogicユニットを「デ

イジーチェーン方式で接続」できます。したがって、たとえば 2台の DAC01ユニットを連結し、8つの車

輪速度を同時に出力することが可能です。 

 
 

 

LEMOソケットコネクタのピン番号 

 
 

コネクタ 1－CAN／電源入力 

ピン 入出力 機能  

1 入出力 コネクタ 2ピン 1への直接接続  

2 入出力 コネクタ 2ピン 2への直接接続  

3 入力 CAN High  

4 入力 CAN Low  

5 入力 + 12V電源  

シャシー  グランド  

 

コネクタ 2－CAN出力 

ピン 入出力 機能  

1 入出力 コネクタ 1ピン 1への直接接続  

2 入出力 コネクタ 1ピン 2への直接接続  

3 入力 CAN High  

4 入力 CAN Low  

5 入力 + 12V電源  

シャシー  グランド  

 
Connector 3 – RS232 

ピン 入出力 機能  

1 出力 TxD、シリアルデータ送信  

2 入力 RxD、シリアルデータ受信  

3 入力 CAN High  

4 入力 CAN Low  

5 入力 +12V電源  

シャシー  グランド  
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６．ソフトウェアの起動 

 
ソフトウェアの準備： 

DAC01の設定を行うために『VBOX Setup』ソフトウェアを用います。ご使用になる PCにまだインスト

ールしていない場合は下記 URLよりダウンロードを行います。 

 

 Racelogic ウェブページ ： https://vboxautomotive.co.uk 

 

機器の接続： 

1． 電源を得るために DAC01のリアパネルのコネクタ 1から適切なケーブルを接続します。 

2． コネクタ 3に RLCAB001を接続し、さらに USBシリアル変換ケーブルを用いて PCへと接続しま

す。 

 

ソフトウェアの起動： 

『VBOX Setup』ソフトウェアを起動します。ウィンドウ内にあるポートのプルダウンメニューから適切な

COMポートを選択します。接続が完了しますと、ウィンドウに DAC01のユニット情報をが表示されま

す。 
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画面構成： 
 

1. Connection －COMポートの選択、更新。接続解除。 

2. Load/Save －設定ファイル（.RSF）の読み込みと保存。 

3. Language －言語の選択。 

4. Write to unit －設定内容の DAC01への書き込み。 

5. Unit Information －シリアル No.、ファームウェアの表示。 
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７．チャンネル設定 
 

アウトプットチャンネル： 

1 アナログ出力のみ 7 デジタル出力（レベル/周波数）選択 

2 アナログ出力のみ 8 デジタル出力（レベル）のみ 

3 アナログ出力のみ 9 デジタル出力（レベル）のみ 

4 アナログ出力のみ 10 デジタル出力（レベル）のみ 

5 デジタル出力（レベル/周波数）選択 11 デジタル出力（レベル）のみ 

6 デジタル出力（レベル/周波数）選択 12  

 
 

画面構成： 

1. Channel －すでに割り当てられているチャンネルにはチャンネル名や状態を表示。ここでチャネル

を選択し、設定を行います 

2. Boud rate －CANから送信されるボ－レートを設定します。 

 
 

CANデータベースの読み込み： 

1. CAN inputタブにある Load databaseをクリックします。CANデータベースファイル(.DBC .REF 

or .VCI)を選択する画面が現れますので必要なデータ選択します。CANデータベースファイルを用い

れば手動での設定は不要になります。 

 
2．CANの情報が記載されています。手動でも設定が可能です。REFファイルをロードした場合はほと

んど暗号化されているために空白状態になっています。この場合 Scaleと Offsetのみの設定が可能

です。 

 
 

チャンネルアウトプット： 
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Channel outputタブでは選択したチャンネルの出力の種類をアナログモード、レベルモード、周波数モ

ードの 3つから選択できます。 

1．選択したチャンネルの名前と単位を変更できます。 

2．入力される数値の最大値と最小値の値を設定できます。 

 
 
 

アナログモード： 

DAC01から出力される電圧の最大値と最小値を設定します。 

左で設定した Rangeの最大値、最小値を電圧の最大値、最小値のスケールに合わせて外部へ出力

します。 

下の例の場合、200M/hのときは 10Vの電圧で出力を行い、0M/hのときは 0Vの電圧で出力を行い

ます。また 100M/hのときは 5V の電圧で出力を行います。 
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レベルモード： 

ここでは上と下の閾値を設定し、ある値が上の閾値を超えた場合、下の閾値を下回った場合、上と下

の閾値の間にある場合、の 3つの状態を 0Vと 12Vのどちらかで出力できるようになります。 

下記は Sats（衛星数）を例とした場合です。上と下の閾値を 10に設定してあり、衛星数が 11になった

とき 12Vで出力され、10以下になった場合 0Vで出力されます。 

 

 
 
 
 
 

周波数モード： 

DAC01から出力される電圧の最大値と最小値を設定します。 

左で設定した Rangeの最大値、最小値を周波数の最大値、最小値のスケールに合わせて外部へ出

力します。 

下の例の場合、8000rpmのときは 1000Hzの周波数で出力を行い、0rpmのときは 1Hzの周波数で

出力を行います。また 4000rpmのときは 500 Hzの周波数で出力を行います。 
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８．アナログ出力の校正 

 

アナログ出力チャンネル（1～4）を定期的に校正する必要があります。校正の際には、校正済みの電

圧計を使い、アナログ出力を計測する必要があります。 

電圧計の精度は校正に影響を与えますのでご注意ください。 

校正手順は以下の通りです。 

 
 

ソフトウェアの左にある Caibrateボタンをクリックし校正画面に映ります。 

Nextボタンをクリックします。 

 
 

まず DAC01から 1~4の各チャンネルに低い電圧が出力されます。電圧計を用いてそれぞれのチャン

ネルを測定し、読み取った値をウィンドウ内に入力します。 

入力し終わったら Nextボタンを押します。 
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次に DAC01から高い電圧が出力されます。先ほどと同じように電圧計を用いて 1~4チャンネルそれ

ぞれの電圧を測定し、ウィンドウ内に入力します。 

全て入力したら Nextボタンをクリックします。 

 
 

DAC01の 1~4すべてのチャンネルから 5Vの電圧が出力されます。Finishボタンをクリックし、校正を

終了します。 
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９．ファームウェアの更新 
 

必要に応じてファームウェアの更新います。ファームウェアを更新するためには、『Racelogic 

Upgrader』ソフトウェアが必要となります。 

ファームウェアの最新版および『Racelogic Upgrader』は下記 URLからダウンロードすることができま

す。 
 

 Racelogic ウェブページ ： https://www.vboxautomotive.co.uk/ 

 
 

更新手順： 

1．電源を得るために DAC01のリアパネルのコネクタ 1から適切なケーブルを接続します。 

2． リアパネルのコネクタ 3に RLCAB001および USBシリアル変換ケーブルを用いて PCに接続し

ます。 

3． 『Racelogic Upgrader』ソフトウェアを起動し、COMポートを選択します。 

4． ツールバー上の Raodからアップグレードしたいファームウェアを選択します。 

5． ツールバー上の Upgradeをクリックしアップグレードを開始します。 
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１０．お問い合わせ先 
 

Racelogic 
 
 
Racelogic Ltd 
Unit 10 Swan Business Centre 
Osier Way 
Buckingham  
MK18 1TB 
UK 
 
Tel +44 (1280) 823803 
Fax +44 (1280) 823595 
 
Email vbox@racelogic.co.uk 
Web www.racelogic.co.uk  
 

日本販売代理店 

 

VBOX JAPAN 株式会社 

222-0035 神奈川県横浜市港北区鳥山町 237 

カーサー鳥山 202 

 

Tel: 045-475-3703 

Fax: 045-475-3704 

 

Email: vboxsupport@vboxjapan.co.jp 

Web: www.vboxjapan.co.jp 

 

 

 
 

 

mailto:vbox@racelogic.co.uk
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